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令和４年度 島田樟誠高等学校 学校評価書 
 
 
教育目標 

  自ら求めて学ぶ自主自律の精神を養い、心身を鍛えるとともに、校訓「誠、愛、勇」の下に人

格の完成をめざす。 
 
教育方針 

１ 充実した学校生活を送るために明確な目標を持たせる。 

 ２ 学習に積極的に取り組む姿勢を育て、学力を向上させる。 

 ３ 部活動などに積極的に取り組む姿勢を育て、心身共に健やかな成長を図る。 

 ４ 思いやりの心や規範意識を育み、社会性を身に付けさせる。 

 ５ 進路意識を高め、組織的・系統的な指導を通して進路目標を達成させる。 

 

令和４年度における学校経営方針と具体的目標 

学校経営

方針 
具体的目標 

自己 

評価 
成果と課題 

関係者 

評価 

教育課題

の解決に

積極的に

取り組む。 

目指す学校像や育

てたい生徒像の共

通理解を深めると

ともに、3つのコー

スの設置趣旨を踏

まえた教育活動を

推進する。 

Ｂ 

「知識・技能を身につける」、「新しい自分を発見す

る」、「人間性を高める」、という目標に基づいて教育活

動を展開した。令和５年度入試における本校への志願

状況は、1 月 26 日時点で、単願 237 人、併願 504 人で

あり、昨年と比較し、単願が微増、併願が大幅増であっ

た。地区的には島田の増、焼津の減が顕著であった。 

本年度の転退学者数（R3年度 14 人→R4 年度 1/30 現

在で 12人）は、前年とほぼ同じである。カウンセラー

を週３日、２名配備し生徒相談の充実を図っている。 

Ｂ 

部活動等に全力で

取り組み、心身を

鍛え達成感が持て

るように指導す

る。 

Ａ 

本年度 1 年生は 66％の生徒が部活動に加入した（R3

年度 1 年生 68%）。部活動加入状況は例年並みである。

部活動設置状況は、運動部が 13、文化部が９。主な運

動部活動実績（高校総体、新人戦、選手権等）は、卓球

部が総体で団体女子県４位、新人戦男女県３位で、それ

ぞれ東海大会に出場した。水泳部も、県総体を勝ち抜き

東海総体に出場した。バレーボール部は総体中部優勝、

県ベスト８，全日本選手権県大会ベスト４であった。野

球部も春季大会、選手権大会ともに県ベスト 16であっ

た。弓道部は、総体で個人県出場、全国私学大会に男女

とも団体出場した。その他、陸上競技部、柔道部、サッ

カー部、将棋部が県大会に出場した。 

Ａ 
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男女共学校として

の特性を活かすと

ともに、地域と積

極的に関わる教育

活動を推進する。 

Ａ 

男女共学５年目となり共学校として中学校からの信

頼も確かなものとなっている。具体的には女子生徒の

在籍数（1 年 96 人、2 年 69 人、3 年 65 人、R4.4 月時

点）が年々増加している。共学再開後初の女子生徒会長

の誕生など女子生徒の活躍が顕著である。部活動では

卓球部女子、弓道部女子が県を超えたレベルの活躍を

見せた。また女子生徒の増加に伴い本年度からサッカ

ー部女子、バスケットボール部女子が活動を開始した。 

部活動以外の課外活動では、毎月 1 回ＦＭ島田の番

組「ハイスクールラジオ」で生徒たちが、本校の様子や

魅力をＰＲした。また「島田市高校生ラジオ、お仕事訪

問」、「島田市平和祈念事業」、静岡大学と連携した「防

災紙芝居」制作、島田市福祉ボランティア「てけてけ隊」

参加、静岡県「武士のめし」メニュー開発、「ふるさと

絵本づくり」、島田「おとのたび」ガイド役、伊太地区

文化祭への生徒作品展示など多くの地方創生活動を行

った。 

Ａ 

目標意識

を育てる。 

学校生活の様々な

分野における具体

的な目標を持たせ

る。 

Ａ 

年度当初全ＨＲでクラス目標を定め、教室に大きく

掲示し意識づけを行っている。また全学年で週 1 時

間、総合的探究（総合的な学習）学習「夢実現プロジ

ェクト」を実施し、学年と進路課が連携した進路指導

プログラムを実践した。また学年ごと進路説明会、外

部講師による進路講話を実施し、進路意識の高揚を図

った。一方夏休み中に付属幼稚園の協力を得て保育イ

ンターンシップを実施し 1,2 年生 12 人（男 5、女 7）

が参加した。 

Ａ 

目標達成の手掛か

りとして資格試験

や検定試験等に積

極的に挑戦させ

る。 

Ａ 

生徒たちが挑戦した主な検定は、漢字検定、英語検

定、数学検定、日本語ワープロ検定、表計算検定、文書

デザイン検定などである。これら受検した検定のうち

２級（高校卒業程度）の合格者は、英語（10人）、漢字

（16人）、数学（4人）であった。なお英語については

さらに上位の準１級（短大卒程度）に２名が合格した。 

Ａ 

学習指導

を充実す

る。 

校内や校外の研修

に積極的に取り組

み、アクティブ・ラ

ーニング、探究学

習、ＩＣＴ機器使

用授業などによ

り、授業の質を高

める。 

Ｂ 

研修委員会が主催し若手教員研修会を毎月３回程度

実施し、生徒指導、進路指導等の見識を高めた。また２

学期若手教員（5人）が研究授業と事後反省会を行い授

業力の向上を図った。また県私学協会主催の研修（初任

研、5 年研、10年研、リーダー研）に該当教員が参加し

た。全職員対象の研修として９月進路指導研修会を実

施した。またオンライン研修システム「Find アクティ

ブラーナー」により、日常的に研修に取り組んでいる。

探究学習充実のため校内にワーキンググループを設置

しカリキュラム改革に取り組んだ。その際県内外の先

Ｂ 
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進高校を訪問し改革の参考とした。また ICT 教育推進

のため常勤全職員に iPadを整備した。令和 5年度入学

生から生徒全てに iPadを整備することを決定し、その

ための先行研究を積極的に行った。 

分かりやすい授業

による基礎学力の

習得と発展的な学

習指導によるハイ

レベルな学力の定

着など、進路や個

に応じた学力の伸

展を図る。 

Ｂ 

学校生活アンケートで「授業に満足している」と答え

た生徒の割合は、1 年:50％、2年:56％、3年:48％であ

った。1,2年生は基礎力診断テストを年３回実施し、基

礎学力の定着を確認した。3 年生は年度当初 1 回実施し

た。なお基礎学力の定着度合いを３年生の進路選考会

議の参考とした。また２年生ではテスト前にボランテ

ィア大学生を依頼して自主的な学習会を実施した。特

進コースは、全学年ネットによる自主学習「スタディサ

プリ」を実施し個に応じて学力を伸ばした。 

Ｂ 

読書の習慣を身に

付けさせ、語彙力・

読解力を高めると

ともに、コミュニ

ケーション力を向

上させる。 

Ａ 

年間をとおして毎朝 10分間の朝読書を実施した。

また図書課、図書委員会が中心となって、生徒一人一

人に読書記録を記入させたため、読書への興味を高め

ることができた。さらに年間最も多く本を読んだ生徒

を「読書王」として表彰した。今年の読書王（3年男

子）は年間 168 冊読破した。一方図書館から最も多く

の本を借りた生徒も「図書館王」として表彰した。今

年の図書館王（1年男子）は年間 19冊を借りて読書に

親しんだ。一方国語科が夏季休業中生徒個々に読みた

い本を注文させる取組は今年度も継続した。 

Ａ 

生活指導

を徹底す

る。 

さわやかな挨拶を

心がけるととも

に、人を思いやる

心を育て、服装、頭

髪等ルールやマナ

ーを守る意識を高

める。 

Ｂ 

教員による登校指導や日常的な声かけを意識して行

った。生徒指導を受けた件数（校長訓戒以上）は年間

17 件（1/31 現在）であった。指導事案のなかにＳＮ

Ｓ上でのトラブルから生徒指導となったケースもあ

り、全校生徒を対象に、スマホ講座を実施した。生徒

の学校生活状況を把握するため「学校生活アンケー

ト」を年２回実施した。生徒の学校生活への満足度

（満足、どちらかといえば満足）は 1年 81％、2 年

83％、3年 71％と概ね良好であった。 

Ａ 

規則正しい生活習

慣を確立し、欠席、

遅刻をしないよう

指導する。 

Ａ 

全校をあげての挨拶運動、朝と帰りの登下校指導、運

動部での声かけ等により、気持ち良い挨拶が習慣化し、

来校者や地域の方々からも評価されている。コクー（個

別メール）による保護者からの欠席、遅刻連絡が２年目

となり、担任は生徒状況を的確に把握できるようにな

り、時間的余裕も生まれている。保護者への連絡も個

別、一斉ともにスムーズに行える。生徒の心のケアのた

めカウンセラーを２名常駐させ、週３日相談日を設け

ている。 

Ａ 
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全教職員が共通認

識を持ち、統一感

のある生徒指導を

行う。 

Ｂ 

毎朝生徒の登校時間にあわせ、正門、西門、駐輪場、

生徒昇降口で管理職、学年主任、生徒指導主事、各学年

担当者が登校指導を行った。また下校指導も毎日正門、

西門において実施した。一方頭髪服装検査は学年ごと

毎月、全校では毎学期実施した。同じく眉の加工やピア

ス装着の有無を確認する眉ピ検査も毎月実施した。 

Ｂ 

進路指導

を充実す

る。 

体系的な進路指導

体制を確立し、早

期に進路目標を立

てさせる。 

Ａ 

進路課が「進路のしおり」を発行し 1年次から計画

的に指導した。また学年ごとに実施する探究的な学習

「夢実現プロジェクト」により自分の進路を真剣に考

えさせた。３年生に対しては全職員が進路サポーター

となり進路集会を年間６回実施した。今年度から新指

導要領実施に伴う進路指導充実をめざし「総合的な探

究学習ワーキンググループ」を立ち上げ 1 月 31日ま

でに 6回の会議を行った。 

Ａ 

進路意識を高め、

目指す進路目標を

達成させるため

に、進路資料の充

実と整備も含め組

織的な指導を強化

する。 

Ｂ 

３年生の進路決定状況は、１月 31日現在で４大進

学 70 人(26%)、短大･専門学校進学 76 人(28%)、就職

108人〔41%〕、未定 14 人（5%）となっている。国公立

大学には特進 11人、進探 1 人が合格している。特に

首都圏の最難関である東京外国語大学へ女子生徒が合

格したことは大きな成果である。また昨年度に引き続

き報告書の蓄積や進路関係書籍の購入など進路閲覧室

の充実を図った。その際、受験者が作成した大学等の

入試や就職試験の報告書を後輩が利用できるようデー

タの蓄積に努めた。またキャリア探究コースから大学

進学を希望する者の学力充実のため２年生総合選択科

目の中に「大学進学講座」を設置した。（後期受講者

17 人） 

Ｂ 

安全や健

康に関わ

る教育を

推進する。 

交通安全に対する

意識を高め、交通

ルールの遵守を徹

底する。 

Ａ 

自転車マナー向上のため交通安全委員生徒と職員が

年２回（５月、10月）街頭指導を行うともに、警察や

自動車学校職員を講師とした交通安全講習を２回実施

した。年度当初に自転車点検を一斉に行い、自転車整

備への意識向上を図った。 

Ｂ 

健康についての関

心を高め、新型コ

ロナウィルスの感

染予防など日常の

健康管理ができる

よう指導する。 

Ａ 

昨年度に引き続きコロナウイルス感染症対策のため

「健康観察記録用紙」を全生徒に毎月配布、回収し

た。また全教室に手指消毒液を設置し感染予防に努め

た。学校全体で感染時の対応マニュアルを国や県の指

示にしたがい複数回更新した。保健委員会生徒が健康

啓発のため「保健便り」をほぼ毎月発行した。１月 31

日現在７号（年間９号）まで作成し生徒職員に配布し

た。 

Ａ 
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地震等の災害に対

する防災意識を高

めるため、防災訓

練等の方法を工夫

する。 

Ｂ 

今年度も地震想定の避難訓練を２回実施

（6/9,10/19）した。２回とも抜き打ちだったが、生

徒職員ともに着実な避難行動を行うことができた。避

難訓練の際には防災委員が各 HR で防災行動を説明し

啓発を図った。12/4県一斉の地域防災訓練への本校生

徒参加率は、31％であった。新型コロナウイルス感染

予防のため、やむを得ず参加を控えた生徒も少なから

ずいた。 

Ｂ 

Ａ～Ｄの評価については次のように規定する。 

 Ａ 十分に達成できた。  

Ｂ おおむね達成できた。  

Ｃ やや不十分な面が見られた。  

Ｄ 不十分であった。 


